
ॕ
日
ͷ
೩
΍
せ
Δ
͝
Έ
ͷ
ऩ
ू

2
月

日（
金
・
建
国
記
念
の
日
）＝

11

収
集
し
ま
す
。

問̝

廃
棄
物
減
量
推
進
課
緯

・
2
4
2
8

32

٢
Ҫ
ς
χ
ε
ί
ồ
τ
ͷ
ਓ
޻
ࣳ
Խ
ʹ

൐
͏
ར
༻
ఀ
ࢭ

吉
井
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
、
現
在
の
ク

レ
ー
コ
ー
ト
か
ら
人
工
芝
コ
ー
ト
へ
改

修
す
る
た
め
、
工
事
期
間
中
は
施
設
の

利
用
を
停
止
し
ま
す

時̝

2
月
1
日

～
6
月

日

※
工
事
の
進
ち
ょ
く
状

30

況
に
よ
っ
て
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問̝

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ࢢ
ຽ
ձ
ؗ
༧
໿
ձ
ͷ
ม
ߋ

3
月
1
日
が
休
館
の
た
め
変
更
し
ま
す
。

時̝

3
月
2
日
9
時
場̝

市
民
会
館
・
集
会

室
E
対̝

平
成

年
3
月
分

24

問̝

市
民
会
館
緯

・
0
2
6
7

23

�
݄
ɾ
�
݄
ͷ
ٳ
日
開
ி
日

3
月
末
か
ら
4
月
始
め
は
、
転
勤
、

就
職
、
進
学
す
る
人
が
多
く
、
住
所
変

更
の
届
け
出
な
ど
で
窓
口
が
大
変
混
雑

す
る
た
め
、
市
役
所
本
庁
を
臨
時
開
庁

し
ま
す

時̝

3
月

、

日
、
4
月
3

21

27

日

※
い
ず
れ
も
9
～

時
内̝

転
入
・

17

転
出
・
転
居
の
届
け
出
、
手
続
き
な
ど
。

詳
し
く
は
本
紙
3
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問̝

戸
籍
住
民
課

�
݄
͔
Β
༘
໦
஍
۠
ỏ
খ
ࠤ
ʑ
ொ
ೇ
ധ

஍
۠
Ͱ
஍
্
σ
δ
λ
ϧ
์
ૹ
͕
開
࢝

お
住
ま
い
の
地
区
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
始
ま
っ
た
ら
、
地
デ
ジ
対
応
テ

レ
ビ
へ
の
買
い
換
え
な
ど
早
め
の
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。
放
送
エ
リ
ア
や

チ
ャ
ン
ネ
ル
情
報
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

問̝

情
報
政
策
課

ܦ
ࡁ
త
ͳ
ཧ
༝
Ͱ
஍
σ
δ
์
ૹ
͕

ࢹ
ௌ
Ͱ
͖
ͳ
͍
ੈ
ଳ
΁
஍
σ
δ

ν
ỿ
ồ
φ
ồ
�
୆
Λ
ແ
ঈ
څ
෇

対̝

①
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課

税
の
世
帯
②
N
H
K
受
信
料
全
額
免
除

世
帯

※
支
援
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

お
尋
ね
を
。

問̝

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー

①
緯
0
5
7
0
・
0
2
3
7
2
4

②
緯
0
5
7
0
・
0
3
3
8
4
0

http://w
w
w
.chidejishien.jp/

௕
࡚
͕
Μ
͹
Β
Μ
͹
ࠃ
ମ
ࠤ
ੈ
อ
ࣄ

຿
ॴ
ͷ
Ҡ
స

第

回
国
民
体
育
大
会（
長
崎
が
ん

69

ば
ら
ん
ば
国
体
）の
開
催
に
向
け
た
体

制
拡
充
に
伴
い
、
事
務
所（
市
国
体
準

備
室
）を
1
月

日
に
移
転
し
ま
し
た
。

31

場̝

天
神
5
丁
目
5
0
2
番
地

問̝

市
国
体
準
備
室
緯

・
7
1
0
3

76

�
݄
͸
ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
੫
ୈ
�
ظ
෼

ͷ
ೲ
෇
݄
Ͱ
͢

忘
れ
ず
に
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な
口
座
振

替
の
ご
利
用
を
。
保
険
税
を
滞
納
す
る

と
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
る

場
合
や
、
診
療
費
が
一
時
的
に
全
額
負

担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問̝

保
険
料
課

ࠃ
อ
ͷ
ม
ߋ
ಧ
͸

日
Ҏ
಺
ʹ

国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
も
、
国
保
を
や
め
る
手
続
き
を

し
な
い
と
、
国
保
税
が
引
き
続
き
請
求

さ
れ
ま
す
。
世
帯
主
が
医
療
保
険
課
、

各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
。

※
国
保
を
や
め
る
と
き
は
、
必
ず
保
険

証
の
返
還
を
。

問̝

医
療
保
険
課

18

時̝ =とき、̝場 =ところ、̝内 =内容、̝対 =対象、̝料 =料金、̝定 =定員、̝申 =申し込み、̝手 手続き・提出、̝〆 =締め切り、̝問 =問い合わせ

ࢢ
໾
ॴ
֤
՝
ỏ
த
ԝ
อ
݈
෱
ࢱ
η
ϯ
λ
ồ
΁
͸

୅
ද
൪
߸
緯

ɾ
�
�
�
�
͔
Β
͓
ͭ
ͳ
͗
͠
·
͢

2�

昨年8～11月に募集した「させぼ☆スター商
品」に、全体で194件の応募がありました
（内訳：菓子類101件、水産加工品52件、農
産加工品37件、工芸品4件）。
審査結果は次のとおりです。
【グランプリ】 該当なし
【部門賞】
水産加工部門 連呼鯛の棒すし

九十九島かから葉ずし
農産加工部門 世知原茶の佃煮
菓子類部門 佐世保開港ロール

【市民賞】
水産加工部門 かきのライスバーガー
農産加工部門 茶畑の香り
菓子類部門 和風カステラサンド

工芸品部門は部門賞、市民賞ともに該当なし。
たくさんのご応募ありがとうございました。
問̝企業立地・観光物産振興局

させぼ☆スター商品の審査結果

ୀ
৬
ऀ
ҩ
ྍ
੍
౓

会
社
な
ど
を
定
年
退
職
し
て
国
保
に

加
入
す
る
場
合
は
、

歳
ま
で
こ
の
制

64

度
で
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す（
条
件
な

ど
あ
り
）。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
て

か
ら

日
以
内
に
、
医
療
保
険
課
、
各

14

支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
。

問̝

医
療
保
険
課

ࠃ
ຽ
೥
ۚ
อ
ݥ
ྉ
ͷ
߇
আ
ূ
໌
ॻ
͕

ૹ
෇
さ
Ε
·
͢

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保

険
控
除
の
対
象
で
す
。
確
定
申
告
で
国

民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
た
め
の

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
」を
昨
年

月
上
旬
に
送
付

11

し
て
い
ま
す
。
再
交
付
が
必
要
な
人
は

年
金
事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年

月
1
日
以
降
に
初
め
て
納
付
し

10

た
人
に
は
2
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
詳
し
く

は
お
尋
ね
を
。

問̝

佐
世
保
年
金
事
務
所
緯

・1
1
4
8

34

問̝

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

緯
0
5
7
0
・
0
7
0
・
1
1
7（
3

月

日
ま
で
）

15

ủ
ೲ
੫
ূ
໌
Ứͷ
ม
ߋ
ʹ
͝
஫
ҙ
Λ

契
約
課
に
提
出
す
る「
納
税
証
明（
滞

納
が
な
い
証
明
）」は
、
昨
年
4
月
か
ら

「
滞
納
の
な
い
証
明
書
」に
変
更
し
ま
し

た
。
ま
た
、
請
求
者
が
法
人
の
場
合
は

代
表
者
以
外
、
個
人
の
場
合
は
本
人
以

外
の
と
き
な
ど
に
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問̝

市
民
税
課

ࢢ
ݐ
ઃ
޻
ࣄ
ỏݐ
ઃ
ί
ϯ
α
ϧ
λ
ϯ

τ
ۀ
຿
౳
ೖ
ࡳ
ࢀ
Ճ
༗
ࢿ
֨
ऀ
ͷ

ủ
଺
ೲ
ͷ
ͳ
͍
ূ
໌
ॻ
Ứͷ
ఏ
ग़

対̝

平
成

年
度
佐
世
保
市
建
設
工
事
、

22

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
入
札
参

加
有
資
格
者
の
う
ち
、
本
市
に
本
社
ま

た
は
支
店
、
営
業
所
な
ど
が
あ
り
、
本

市
に
納
税
し
て
い
る
業
者
手̝

2
月
1

～

日
ま
で
に
指
定
用
紙
で
契
約
課
へ

28
※
指
定
用
紙
は
同
課
で
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
持
参
の
場
合
は
平
日
8
時

分
30

～

時

分
に
。
フ
ァ
ク
ス（
・
9
6

17

15

25

2
4
）も
可
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

契
約
課

ܟ
࿝
ύ
ε
ɾ
෱
ࢱ
ύ
ε
ͷ
ߋ
৽

【
更
新（
2
月
生
ま
れ
の
人
）】
手̝

2
月

1
～

日
に
本
人
が
パ
ス
券（
福
祉
パ

28

ス
は
身
障
・
療
育
・
精
神
手
帳
も
）を
持

参
し
、
市
営
・
西
肥
バ
ス
の
指
定
窓
口

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
規
・
紛
失
】
手̝

敬
老
パ
ス（

歳
以

75

上
）
師
本
人
が
印
鑑
を
持
っ
て
健
康
づ

く
り
課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
へ

▽
福
祉
パ
ス
師
本
人
が
印
鑑
と
手
帳
を

持
っ
て
障
が
い
福
祉
課
へ

※
紛
失
は

再
発
行
時
に
手
数
料
が
必
要
。

問̝

健
康
づ
く
り
課（
敬
老
パ
ス
）

問̝

障
が
い
福
祉
課（
福
祉
パ
ス
）

ൃ
໌
૬
ஊớ
ຖ
݄
ୈ
�
ۚ
༵
Ờ

時̝

2
月

日

～

時
場̝

市
役
所

15

10

15

10

階
・
会
議
室
申̝

電
話
で
産
業
振
興
課
へ

※
当
日
受
け
付
け
可
。

問̝

産
業
振
興
課

19

性同一性障がいとは、遺伝子・身体・社会生活
・戸籍上などの出生に付随する性別と、自分が
属していると感じる性別との間に食い違いが生
じ、その食い違いを直したいと願う人たちの心
の障がいを指すものです。そのような人たちに
対しては、相手のことを理解することに努め、
思いやりを持って接することが大切です。
問̝人権男女共同参画課

人権シリーズ「性同一性障がいとは」

春先は、空気が乾燥して火災が発生しやすい時
季です。火災予防思想の一層の普及を図ること
によって火災の発生を防止し、高齢者などを中
心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を
防ぐことを目的として毎年実施しています。

【実施期間】

3月1～7日の7日間（全国一斉）
【全国統一防火標語】

「消したかな」あなたを守る 合言葉
【重点目標】

①住宅防火対策の推進②放火火災・連続放火火
災防止対策の推進③特定防火対象物等における
防火安全対策の徹底④製品火災の発生防止に向
けた取り組みの推進⑤林野火災予防対策の推進

【佐世保市内の火災発生状況（平成22年）】

火災発生件数 100件（前年比15件増）
焼損棟数 90棟（前年比29棟増）
死者数 6人（前年比1人増）
負傷者数 19人（前年比4人増）

【住宅用火災警報器を設置しましょう】

火災を早期に発見し、大切な家族の命を守るた
めにも、必ず設置しましょう。

【消火器の処分について】

不要になった消火器は、事故防止のため、絶対
に使用せず購入した販売店か専門業者へ。
処分の相談子消防設備士会 緯24-5385
問̝消防局予防課 緯23-9256

春季全国火災予防運動



ࢧ
෷
͍
ར
ࢠ
ͷ
Ұ
෦
Λ
ॿ
੒

対̝

昨
年
4
月
～
本
年
3
月
ま
で
に「
佐

世
保
市
中
小
企
業
緊
急
経
営
対
策
資

金
」を
借
り
入
れ
た
中
小
企
業
者
内̝

借

り
入
れ
当
初
1
年
間
に
支
払
っ
た
利
子

の
2
分
の
1（
1
事
業
者
あ
た
り
上
限

十
万
円
）

問̝

産
業
振
興
課

ࠃ
ͷ
ڭ
ҭ
ϩ
ồ
ϯ

高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
時
・
在
学

中
に
掛
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。
学
生
・
生
徒
1
人

に
つ
き
三
百
万
円
以
内
を
固
定
金
利

（
年
2
・
7
5
%
、
母
子
家
庭
の
場
合
の

利
率
は
年
2
・
3
5
%

※
平
成

年
23

1
月

日
現
在
）で
利
用
で
き
、
在
学

11

期
間
内
は
利
息
だ
け
返
済
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

緯
0
5
7
0
・
0
0
8
・
6
5
6

த
খ
ا
ۀ
ୀ
৬
ۚ
ڞ
ࡁ
੍
౓

①
国
か
ら
の
助
成
が
あ
り
、
掛
け
金
も

全
額
非
課
税
扱
い
で
す
。
適
格
退
職
年

金
制
度
か
ら
本
制
度
に
移
行
で
き
ま
す
。

②
市
で
は
①
と
は
別
に
、
従
業
員

人
15

以
下
の
企
業
に
従
業
員
1
人
当
た
り
月

額
千
円
を
1
年
間
助
成
し
ま
す

※
1

月
1
日
か
ら
、
同
居
の
親
族
だ
け
を
雇

用
す
る
事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い
て
も

加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

①
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部
緯
0
3
・
3
4
3
6
・
0
1
5
1

問̝

②
産
業
振
興
課

ಓ
࿏
ɾ
๏
ఆ
֎
ެ
ڞ
෺ớ
ཬ
ಓ
ỏ
ਫ

࿏
Ờ઎
༻
ڐ
Մ
ͷ
ߋ
৽
ख
ଓ
͖
Λ

対̝

道
路
・
法
定
外
公
共
物（
道
路
・
水

路
）占
用
許
可
の
更
新
時
期
を
迎
え
る

人
手̝

2
月
1
～

日
ま
で
に
土
木
政

28

策
・
管
理
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送（
〒

8
5
7
の
8
5
8
5
・
住
所
不
要
）で

問̝

土
木
政
策
・
管
理
課

Ӭ
ٱ
બ
ڍ
ਓ
໊
฽
ỏ
ࡏ
֎
બ
ڍ
ਓ

໊
฽
Λ
͝
ཡ
͘
ͩ
さ
͍

時̝

3
月
3
～
7
日
8
時

分
～

時

30

17

場̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
土
・
日

曜
は
市
役
所
1
階
・
管
理
員
室
）̝
対

永

久
選
挙
人
名
簿
師
平
成
3
年
3
月
2
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
昨
年

月
1
日
ま
で

12

に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
人

（
3
月
1
日
現
在
で
調
べ
、
新
た
な
有

資
格
者
を
3
月
2
日
に
追
加
登
録
し
ま

す
）▽
在
外
選
挙
人
名
簿
師

歳
以
上

20

の
日
本
国
民
で
国
外
へ
住
所
を
移
し
た

人（
ほ
か
に
条
件
あ
り
。
同
委
員
会
に

申
請
が
あ
っ
た
人
を
随
時
登
録
）

問̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

೶
ۀ
ҕ
һ
ձ
ҕ
һ
બ
ڍ
ਓ
໊
฽
ॎ
ཡ

申
請
書
に
基
づ
き
毎
年
1
月
1
日

現
在
で
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
で
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

時̝

2
月

日
～
3
月
9
日
8
時

分

23

30

～

時
場̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

17
（
土
・
日
曜
は
市
役
所
1
階
・
管
理
員
室
）

対̝

平
成
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
市
内
在
住
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
師
①
千
釈（

ア
ー
ル
）以

10

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農
業
経
営

者
②
農
業
経
営
者
と
同
居
し
て
い
る
親

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者（
内
縁
を
除
く
）

③
千
釈
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た

は
株
主

※
②
③
は
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
。
名

簿
に
未
登
録
の
人
、
記
載
事
項
に
誤
り

の
あ
る
人
は
縦
覧
期
間
中
に
申
し
出
を
。

問̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ମ
ҭ
ɾ
ε
ϙ
ồ
π
ิ
ॿ
ۚ

対̝

本
市
在
住
の
市
民
で
、
九
州
大
会
以

上
の
大
会
に
出
場
す
る
監
督
・
選
手
内̝

1
人
千
円
～
三
万
円
を
交
付（
出
場
す

る
大
会
、
出
場
者
の
年
齢
に
よ
り
異
な

る
）̝
申

開
催
日
前
日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

※
交
付
要
綱
、
申
請
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

問̝

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ฏ
੒

೥
౓
ୈ
�
ظ
ެ
Ӧ
ॅ
୐
ۭ

͖
Ո
ิ
ॆ
ೖ
ډ
ớऀ
ࢢ
಺
શ
Ҭ
Ờ

【
市
営
】用
紙
配
布
師
2
月

日
か
ら
住

16

宅
課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で

申̝

2
月

～

日
9
～

時
に
市
役

23

25

17

所
1
階
・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル（
予
定
）で

※
行
政
セ
ン
タ
ー
管
内
住
宅
は
、
行
政

セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す（
宇
久

行
政
セ
ン
タ
ー
で
は
旧
佐
世
保
地
域
の

住
宅
も
受
け
付
け
ま
す
）。

【
県
営
】用
紙
配
布
師
2
月

日
か
ら
住

25

宅
課
、
各
支
所
、
県
住
宅
供
給
公
社
佐

世
保
事
務
所（
天
満
町
）で
申̝

3
月
4

20

時

時̝月～金曜10～18時、土曜13～17時
場̝九十九島ビル6階（松浦町）
対̝フレッシュワーク佐世保子おおむ
ね39歳以下の求職者、再就職支援
センター佐世保子おおむね40歳以
上の求職者

内̝個別カウンセリング、就職セミナー
就職情報の提供など 料̝無料

問̝フレッシュワーク佐世保
緯24ー7431

問̝再就職支援センター佐世保
緯24ー1090

「フレッシュワーク佐世保」
「再就職支援センター佐世保」を

ご利用ください！

～
7
日（
土
・
日
曜
含
む
）に
県
住
宅
供

給
公
社
佐
世
保
事
務
所
で

問̝

住
宅
課（
市
営
分
）

問̝

県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

緯

・
9
6
1
2（
県
営
分
）

22
ಛ
ఆ
༏
ớྑ
ެ
ڞ
Ờ௞
ି
ॅ
୐
ೖ
ډ
ऀ

【
市
営
・
特
定
公
共
】小
ヶ
倉
住
宅（
吉
井

地
区
）、
世
知
原
中
央
住
宅
、
古
里
住
宅

（
小
佐
々
地
区
）【
県
営
・
特
定
優
良
】ア

ル
フ
ァ（
三
浦
町
）、須
佐
団
地
、
花
高

団
地
、
吉
岡
団
地
対̝

公
営
住
宅
の
収
入

基
準
を
超
え
る
世
帯

問̝

住
宅
課（
市
営
分
）

問̝

県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

緯

・
9
6
1
2（
県
営
分
）

22
ෆ
ཁ
ʹ
ͳ
ỳ
ͨ
ࣇ
ಐ
ੜ
ె
ͷ
ص
ɾ
͍

ớ͢
چ
+
*
4
ن
֨
ỜΛ
ৡ
Γ
·
͢

内̝

机
約
5
0
0
台
、
い
す
約
6
0
0
脚

（
先
着
順
。
1
人
に
つ
き
机

台
、
い

10

す

脚
ま
で
）̝
申

往
復
は
が
き
に
住
所
、

10

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
机
・
い

す
の
数
、
受
け
取
り
先
の
希
望
校
名
を

記
入
し
、
2
月

日
～
3
月

日（
必

10

11

着
）に
教
育
委
員
会
総
務
課
へ

※
3

月

日
～
4
月
1
日
の
9
～

時
に
、

28

16

江
迎
小
、
猪
調
小
、
江
迎
中
、
鹿
町
中

の
い
ず
れ
か
で
の
受
け
取
り
、
運
搬
が

可
能
な
人
に
限
り
ま
す
。

問̝

教
育
委
員
会
総
務
課

ަ
௨
গ
೥
ஂ
ͷ
ஂ
һ

対̝

佐
世
保
交
通
少
年
団
師
佐
世
保
警

察
署
管
内
の
小
学
3
～
6
年
生
、
早
岐

交
通
少
年
団
師
早
岐
警
察
署
管
内
の
小

学
4
～
6
年
生
内̝

交
通
安
全
教
育
、

キ
ャ
ン
プ
、
高
齢
者
宅
訪
問

※
詳
し

く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

佐
世
保
交
通
少
年
団（
坂
梨
さ
ん
）

緯

・
8
1
4
6

25
問̝

早
岐
交
通
少
年
団（
早
岐
交
通
安
全

協
会
）緯

・
2
1
6
0

38

Ϩ
σ
ỹ
ồ
ε
ˍ

Χ
ỽ
ϓ
ϧ
競
輪
ڭ
ࣨ

時̝

2
月

日

時

分
～

時（
途
中

17

10

50

16

参
加
・
退
出
も
可
）̝
場

佐
世
保
競
輪
場

対̝

女
性
ま
た
は
カ
ッ
プ
ル
限
定
内̝

講

師
に
よ
る
分
か
り
や
す
い
競
輪
予
想
教

室（
昼
食
付
き
）̝
料

無
料
定̝

人
申̝

電

60

話
で
競
輪
事
務
所
へ

問̝

競
輪
事
務
所
緯

・
4
7
9
7

31

Ԭ
ా
ߕ
ࢠ
உ
ه
೦
঑
ֶ
ࡒ
ஂ
঑
ֶ
ੜ

き

ね

お

対̝

こ
と
し
4
月
か
ら
大
学（
大
学
院
）、

短
大（
高
専
）、
専
修
学
校（
高
卒
）へ
進

学
予
定
で
、
保
護
者
が
県
内
に
住
所
を

有
す
る
人
内̝

貸
与
月
額
①
大
学
生
、
短

大
生
、
専
修
生
四
万
六
千
五
百
円
②
高

専
生
三
万
円
～
四
万
六
千
五
百
円
申̝

2
月

日
～
4
月

日

※
詳
し
く
は

28

28

お
尋
ね
を
。

問̝

岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団

緯

・
0
0
1
1

24
さ
せ
ぼ
உ
ঁ
ڞ
ಉ
ࢀ
ը
η
ϛ
φ
ồ

【
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
・
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
】

時̝

2
月

日

時
～

時

分
場̝

男
女

22

18

19

30

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス
ピ
カ
」・

研
修
室
1
内̝

講
師
＝
長
崎
県
金
融
広
報

委
員
会
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
井

手
磋
智
子
さ
ん
料̝

無
料
定̝

先
着

人

さ

ち

こ

30

申̝

電
話
か
直
接「
ス
ピ
カ
」へ

※
託
児

あ
り（
2
月

日
ま
で
に
要
予
約
）。

10

問̝

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

ピ
カ
」緯

・
3
8
2
8

23

χ
ỿ
ồ
ε
ϙ
ồ
π
ී
ٴ
ߨ
श
ձ

内̝

キ
ン
ボ
ー
ル
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、

ス
ポ
ー
ツ
ガ
ラ
ッ
キ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
、

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

わ
の
わ
リ
ン
グ
対̝

5
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
申̝

2
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問̝

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

্
ڃ
ٹ
໋
ߨ
श

時̝

2
月

日
9
～

時
場̝

消
防
局
3

27

18

階
・
防
災
学
習
室
内̝

心
肺
蘇
生
法
・
止

そ
せ
い

血
法
の
指
導
、
A
E
D（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の
取
り
扱
い
方
な
ど
対̝

中

学
生
以
上
料̝

無
料
定̝

人
申̝

2
月

20

16

～

日
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス（
・
2
1

26

26

1
9
）で
西
消
防
署
へ

問̝

西
消
防
署
緯

・
2
0
7
6

47

Ϩ
ϕ
ϧ
Ξ
ỽ
ϓ
ਫ
ӭ
ڭ
ớࣨ
�
ظ
Ờ

時̝

3
月

、

、

、

、

、

日

10

11

14

15

17

18

※

時

分
～

時

分
場̝

市
温
水

13

30

15

30

プ
ー
ル
内̝

ク
ロ
ー
ル
の
き
れ
い
な

フ
ォ
ー
ム
を
目
指
す

問̝

市
温
水
プ
ー
ル
緯

・
5
4
5
5

23

ߨ
ԋ
ձủ
ࢠ
Ͳ
΋
͸
ͥ
Μ
ͥ
Μ
ỏ
ѱ

͘
ͳ
͍
Ứ

時̝

3
月

日

～

時
場̝

江
迎
地
区

16

19

20

文
化
会
館（
イ
ン
フ
ィ
ニ
タ
ス
）̝
内

講

師
＝「
体
操
の
お
兄
さ
ん
」で
お
な
じ
み

の
佐
藤
弘
道
さ
ん
料̝

無
料
定̝

5
0
0

ひ
ろ
み
ち

人
申̝

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
フ
ァ
ク
ス（

・
2
1
7

66

6
）か
郵
送（
〒
8
5
9
・
6
1
0
1
、

江
迎
町
長
坂
1
0
4
）で
江
迎
地
区
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

問̝

江
迎
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

緯

・
2
1
7
5

66

さ
せ
ぼ
競
輪
開
催
日
程

緯

・
4
7
9
7

31

（
2
月

日
以
降
分
）

11

静
岡
記
念
場
外

本
場
開
催

高
松
記
念
場
外

熊
本
S
級
場
外

日
本
選
手
権（
名
古
屋
）場
外

本
場
開
催

■市໾ॴ֤՝、தԝ保݈෱ࢱセンター΁は୅ද൪߸緯2������͔ Β͓つͳ͗しま͢ɻ

2
月
・
・
・
日

11
12
13
14

・
・
日

15
16
17

・
・
・
日

19
20
21
22

・
・
日

25
26
27

3
月
1
・
2
・
3
・
4
・
5
・
6
日

9
・
・
日

10
11

21

次


